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静岡県吉田町では 2020 年 1 月現在、沿岸部にて防潮堤整備事業が進んでいる。この計画
















































ようになる。一方、大井川付近の海岸エリアが減少している。資料 1 参照。 
 
2-1-3 吉田町の気象調査 
 平均気温が 17.0℃、最高気温が 34.5℃(8 月)、最低気温が-2.6℃(1 月)。＊2019 年の吉田
消防署の記録を参照。吉田町は駿河湾に面する市、町でも御前崎市に続いて年間平均風速
4.2ｍ/ｓと風が強く、特に 11 月から 2 月にかけて冬の時期の風が強い。風向きは年中通し
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資料 8 参照。 
 
2-3-2 駿河湾景観特性 











数の野鳥の生息地であり、年間を通して 80 種類以上が確認できる。特に冬には 50～60 種
類 1000 羽前後の鳥が羽をやすめバードウォッチングの絶好のポイントとなる。静岡県の自
































































































































3-2-1 遊具 / モニュメント 
 第 2 章の調査から吉田町の特徴である景観、風、防潮堤それぞれに対応したモニュメン
トと遊具を分類した。景観に対する設置物は魅力的な景観ポイントに誘導することができ
る。強い風が吹く吉田町では風による動きを見せることで新たな景観の一つになる。防潮
堤の斜面は幅が 10m、高さ 5m あるため設置物を置くことで有効に場所を使うことができ
る。資料 15 参照。 
 
3-2-2 ベンチ / 東屋 
 日光や雨、風を防ぐ休憩設備であるベンチ、東屋、テント、パーゴラの調査を行う。計
画地は日照時間が長くエリアも広大なためベンチを含む東屋の設置が考えられる。また、








め吉田町でも取り入れる方向で検討する。資料 18 参照。 
 
3-2-4 イベント 
 多目的広場の広い芝生のエリアで行うイベント、防潮堤の 1km 以上に続く直線のエリア
を活かしたイベント、海岸の海に近い渚のエリアを活かしたイベントの事例を分類してま
とめた。年間の集客を考慮して様々なイベントが行えるエリアを確保しながらの提案をす



























































































































































































































































































































 多目的広場　上面 防潮堤　上面 大井川エリア　上面
50
4-3　模型写真2




 7.吉田富士からの防潮堤  8.南東上空より








1） 吉田町(2016)「第 5 次吉田町総合計画」 
 
2）吉田町(2016)「吉田町賑わい創出プラン〜シーガーデンシティ構想〜」 
 
3）吉田町(2017)「よしだものがかり」 
 
4）吉田町(2018)「吉田町のまちづくり」 
 
5）吉田町(2019)「シーガーデンシティ構想推進計画(案)」 
 
6）釜石市(2015)「釜石市震災メモリアルパーク整備基本計画(案)」 
 
7）釜石市(2016)「釜石鵜住居復興スタジアム(仮称)整備基本計画(案)」 
 
8）気仙沼市(2019)「復興祈念公園施設検討委員会 資料」 
 
9）岩手県(2015)「高田松原津波復興祈念公園基本計画」 
 
10）静岡県(2010)「空港ティーガーデンシティ構想」 
 
